
　特別消火隊は消火の専門部隊として設立
されましたが、火災だけではなく、救急隊の活
動支援や、車や建物での閉じ込めなどといっ
た救助事案にも出動しています。現場では
「トータル被害の軽減」を第一に考えており、
そのためにも日々の訓練や研修は欠かせま
せん。時代とともに変わっていく災害に対応
するためにも、常に向上心をもって毎日の業
務に向き合うことが大切だと思っています。
　私たちの仕事は「出動がないほうが平和で
良い」と言われますが、火災や事故はなかなか
ゼロにはなりません。現場では辛いこともあ
りますが、そんな中でも市民の皆さんから感
謝の言葉をいただけることは何よりもありが
たいことで、私たちの活動が間違いではな
かったことを証明してくれていると感じていま
す。今後も皆さんからのこうした言葉を励みに、
業務に取り組んでいきたいと思います。

常に万全な体制で、出動に備える
　私たちの一日の業務は、消防車両や資機材の点検など、出動準備から始まり
ます。いつ何が起きても万全な体制で出動できるよう、毎日丁寧に時間をかけて
行っています。
　その後は月間計画に基づいた訓練を実施しているほか、おそらく皆さんが想
像されている以上に事務作業もしています。当然ながら災害対応が最優先です
ので、出動があれば訓練や事務の途中であっても直ちに現場へ向かいます。　

▲湖北地域消防本部
公式Instagram

▲伊吹山テレビはこちら
(９月４日号）
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INTERVIEW 特別消火隊で副隊長を務める堀田さんに、出動時や
普段の勤務について教えていただきました！

湖北地域消防本部　長浜消防署
消防司令補
特別消火隊副隊長

堀田  勝さん
ほっ  た     まさる

米原市出身・在住。
「生まれ育った故郷を自分で守りたい」
との思いから消防士を志す。令和８年
４月から特別消火隊副隊長を務める。

▲水難救助車の点検作業

▲ハシゴやロープを使った救助訓練表紙撮影：写真サポーター  松居 直和
まつい  なおかず

滋賀県消防操法訓練大会に
伊吹方面隊第1分団第１０班が出場しました！
　７月１２日、東近江市にある滋賀県消防学校の訓練場で、県内各地の消防団
員たちが技術を披露する消防操法訓練大会が開催されました。この大会は、地
域の消防リーダーとしてまちの安全を守る消防団員たちがポンプ操法技術を
磨きあうための大会で、県内各地から全２２チームが参加し、訓練の成果を披露
します。
　今年米原市からポンプ車の部に出場したのは、伊吹方面隊第１分団第１０班
のメンバーたち。彼らは、日中それぞれの仕事をこなしながら、夜には消防団員
として集まり、週に何度も訓練を重ねてきました。
　そしていよいよ迎えた大会当日。緊張
感に包まれた本番を無事に終え、訓練の
成果を出し切った隊員たちは、「たくさん
の方の支えがあって、今までの努力を出
し切ることができた。大会で得たことを、
今後の地域防災に生かしていきたい」と
決意を新たにしていました。

インタビュー

市民からの感謝の言葉が、活動の励みに
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https://www.instagram.com/kohoku119_shiga?igsh=MWQ4b2t3dGkwM2Rxcg%3D%3D
https://www.youtube.com/channel/UCa6kf7QXM--uh-GcxL1E4aw



